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研究の概要 

看護師のわざ 

 

看護実践における看護師のわざについて、手術看護、嚥下障害を伴う方への食事介助、胃内視鏡検査を受け

る患者や熱傷患者への看護実践などを焦点にあてて研究した。手術看護や食事介助では、看護実践場面をビデ

オカメラで撮影し、後で場面を当該看護師と視聴しながら振り返り、場面を思い起こしながら研究者と語り合

うことで言語化を促す方法を用いた。胃内視鏡検査や熱傷では、研究者自身が体験したことを研究者の視点で

分析する一人称研究の方法を用いたことも、オリジナリティがあった。急性期領域における専門看護師やクリ

ティカルケア領域における認定看護師という熟練者に焦点を当て、コンピテンシーについて研究を実施した

（共同研究）。現在は、手術看護認定看護師のコンピテンシーに焦点を当てて研究中である。 

看護師のわざとして共通していたことは、「待つ」ということも選択肢の一つにあることであった。さらに、

看護師は、常に予防に重点を置いたり、患者の機能を補完しながらかかわっていたり、気持ちよさをもたらす

ケアをほどこすことで苦痛を緩和するケアをおこなっていた。 

 

看護実践における看護師のわざは、個人の経験のみにとどめるのではなく、看護技術として知識として形

式化されれば、伝承や教育もでき、ひいては、看護の質の向上につながる研究である。看護技術教育、継続

教育、わざの伝承、看護技術の習得などに役立つことが期待できる。 

   

【学会発表】 

・「嚥下障害者への食事介助における看護師のわざの研究―身体を介した相互作用に焦点をあてて―」 

・「急性期領域における専門看護師のコンピテンシーを形成する要素と構造」 

 

今まで～現在、注目している看護のわざ 

手術看護・周術期看護 嚥下障害を伴う患者への 
食事介助 

クリティカルケア看護 

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=1055001b77cb5fb3520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

